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2025.10.05. 「病を癒やす主イエス」

旧約 出エジプト記 ２０章 ８～１１節

新約 ヨハネによる福音書 ５章１～１８節

１．はじめに

私どもは様々なものを求めて生きています。美味しいものが食べたい、旅行がしたい、子や孫が

健やかに成長してほしい、勿論自分も健康でいたい。また、テレビをつければ様々な地域での災害

の報道や戦争のことなど報じられます。それを聞けば、当然、被災された方が支えられるように、

また世界に主の平和が来るようにと願います。私は牧師ですので、神様の救いの御業が前進します

ように、救いに与る者が起こされますようにと毎日祈り願います。このように、私共は様々な願い

や祈りのをもって生きています。どれもこれも自分にとって大切な願いです。しかし、敢えて「本

当にあなたが一番願い求めるものは何ですか？」と問われたならば、皆さんは何と答えるでしょう

か？中々難しい問いでしょう。だって、どれも自分にとっては大切なことなのですから、何か一つ

と言われても困る。せめて５つとか、１０個にしてもらえないかと考えるかもしれません。今朝与

えられている御言葉は、この問いの重大性を示すと共に、この問いへの答えを自分は本当に持って

いるだろうかとも問いかけてきます。そして、一つの重大な答えを示します。順に見てまいりまし

ょう。

２．ベトサダの池にて

５章は「5:1 その後、ユダヤ人の祭りがあったので、イエスはエルサレムに上られた。」と始まり

ます。少し振り返ってみますと、イエス様一行は２章で過越の祭の時にエルサレムに行き、その時

イエス様は「宮清め」の出来事を起こされました。それから、ニコデモとの対話（イエス様が「だ

れでも水と霊によって生まれなければ、神の国に入ることは出来ない」と言われた対話）を経て、

ユダヤ地方に行かれて人々に洗礼を施されました。そこからガリラヤに戻る途中でサマリアのシカ

ルの井戸のそばでサマリアの女性との対話（イエス様が「私が与える水を飲む者は決して乾かない」

と言われた対話）がなされました。そして、ガリラヤに着くとあの水を葡萄酒に変えたカナという

町で、王の役人の息子を言葉だけで癒やすという「しるし」をなされました。それから、今朝与え

られている御言葉となります。イエス様は再び祭りの時にエルサレムに行かれ、そこでヨハネによ

る福音書における三つ目の「しるし」、「ベトサダの池」における癒やしの出来事を記しています。

この時の「祭り」が何の祭りだったのかは分かりません。ただ、聖書には春の「過越の祭」と「７

週の祭り（五旬節の祭り）」、そして秋の「仮庵の祭り」の三つの祭りが巡礼の祭り、みんながエル

サレム神殿に詣でなければならない祭りとされておりましたので、そのどれかだろうと思います。

当然、エルサレムは巡礼者たちでごった返しておりました。そのような喧騒に包まれた祭りを迎え

たエルサレムにおいて、静寂が支配していたところがありました。そこは祭りに来た人たちが見向
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きもしない所、それが「ベトザタの池」でした。

この「ベトザタの池」というのは、口語訳聖書では「ベテスダの池」と訳されておりました。こ

の言葉は元々は「ベト（家）」＋「ヘセド（あわれみ）」から出来ていて、「憐れみの家」という意

味を持っていました。神殿の北数百㍍の所にあり、雨水をためるための人工の貯水池でした。四角

い人工の池が二つあり、その周りに回廊がありました。この池にはこうのよな言い伝えがありまし

た。ちょうどそのことが記されている３節ｂ．４節が新共同訳では抜けています。この部分は、後

代の加筆と考えられ、新共同訳聖書の本文からは削除されました。これはヨハネによる福音の最後

のところに記されており、こうあります。「彼らは、水が動くのを待っていた。それは、主の使い

がときどき池に降りて来て、水が動くことがあり、水が動いたと、真っ先に入る者は、どんな病気

にかかっていても、いやされたからである。」（3 節ｂ．４節）ここがないとどうして病気の人たち

が回廊に大勢横たわっていたのか分かりません。彼らは天使が降りてくるのを待っていたわけです。

天使が降りてくると水面（みなも）が揺れる。そうすると、我先にと癒やしを求める人々は池に入

っていく。何しろ、最初に池に入った者しか癒やされないのですから、みんな必死です。しかし、

風が吹いても水面は揺れますし、虫が飛んできても水面は動きます。みんな必死の形相で水面を見

つめていたでしょう。そして、何度も何度も空振りしたことでしょう。今度もだめだった。また今

度もだめだった。それでも、他に癒やされる手段もなく、来る日も来る日もここに来て横たわって

いたわけです。多分、何とか癒やされる見込みがある人は、ここには来ていなかったでしょう。朝、

家族がここに連れてきて置いていく。自分の足ではここには来れない人も多かったでしょう。もう、

ここしかない。奇跡を求めるしかない。そういう人たちがこの池の周りの回廊に横たわっていたわ

けです。

この「ベトザタの池」は、名前に反して神様の「憐れみ家」なんかでは少しもありませんでした。

病を患った人たちが癒やしを求めて、池の水面を必死に見つめている。そして、少しでも水面が動

けば、我先にと水の中に入っていく。そして、この言い伝えが本当であったとしても、癒やされる

のは一人だけです。それは恐ろしく熾烈な競争社会でした。普通に考えれば、一番病の軽い人、一

番動きやすい人が水の中に最初に入る。そして、重い病の人たちは決して癒やされることが無い。

そして、その池の回廊以外に行き場の無くなった大勢の人たちが横になっていたのがこの「ベトサ

ダの池」でした。そこには、生きる希望を失った嘆きと諦めと不平と不満が満ちていました。表通

りの祭りの喧騒をよそに、イエス様はこの池の回廊の周りに横たわる人たちに目を向けられました。

この人たちこそ、神様の憐れみの中で癒やされなければならない。この人たちこそ、神様のみ力に

よって新しくされなければならない。それが父なる神様の御心でることを知っておられたからです。

３．長患いの男

イエス様は「ベトザタの池」に来られました。そして、一人の男の人をご覧になり「良くなりた

いか」（6 節）と声をかけられました。イエス様はこの男の人が、長い間病気であるのを知った上

で、こう尋ねたわけです。イエス様がどうしてこの人が長い間、聖書は 38 年間と記していますけ
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れど、ずっと病気を患っていたことを知っていたのかと言えば、それは「イエス様が神様だから」

と言うしかありません。イエス様は全てを知った上でこの男の人に「良くなりたいか」と尋ねたわ

けです。そんなことは、改めて聞くまでのこともない。当たり前でしょう。しかし、イエス様は敢

えて尋ねました。どうしてでしょうか？イエス様はこの人に、自分が本当に求めていることに気づ

かせたかったのではないでしょうか？そして、この男の人が本当に求めていることに、イエス様は

答えることが出来ることをお示しになろうとしたのではないか？そう思うのです。

この男の人は、イエス様の「よくなたりたいか」という問いに、「はい、わたしは良くなりたい

です。もう 38 年のこの病を患っています。自分で起きることも出来ないのです。良くなりたいで

す。起き上がって、歩きたいです。」とは答えませんでした。彼も良くなりたいと思っていたに違

いありません。しかし、そんなことは無理だ。そんなことは望んでも仕方がない。そんなことはあ

り得ない。そう諦めていたのでしょう。自分は神様に見捨てられた人間だ、とも思っていたかもし

れません。何しろ 38 年間も病気だったのですから、仕方がありません。この男の人が何歳だった

のか分かりませんけれど、１２歳で病気になったとしたら５０歳。人生の大半を、まともに歩けな

い状態で過ごしてきたわけです。彼はイエス様にこう答えました。7 節「主よ、水が動くとき、わ

たしを池の中に入れてくれる人がいないのです。わたしが行くうちに、ほかの人が先に降りて行く

のです。」何かピントがずれている答えだとは思いませんか？彼は良くなりたいはずなのに、その

ことを口に出すこともせず、その心の中は、不平や不満や妬みが渦巻いていました。自分が「良く

なりたい」という思い以上に、自分には池の中に入れてくれる人がいない。だから、自分より先に

みんなが水の中に入っていく。自分を水の中に入れてくれる人がいれば、現代で言えば介護者・介

助者がいれば、ということなのでしょうが、そんな人を付けることが出来るほどの財力のある人な

んてそうはいないでしょう。それに、もし、そんな人がいてくれたとしても、自分が一番先に水の

中に入れるかどうか分かりません。彼は長い間、この池の回廊に横になって過ごしてきたのでしょ

う。毎朝、家族が彼をここに連れてきていたのかもしれません。長い間このこの池の回廊に身を横

たえ続けているうちに、またダメだった、またダメだった、を繰り返しているうちに、彼の心の中

に人をうらやんだり、どうしてこんな目に遭うのかという不満が渦巻くようになってしまっていた

のでしょう。わたしは、この男の人にイエス様と出会う前の自分の姿を見ます。わたしもそうでし

た。イエス様はそのこともご存じでした。イエス様は、この男の人の病を癒やし、この人の不平や

不満や妬みで一杯になってしまった心を癒やし、神様の御前に健やかに生きる者にしたいと思われ

た。それが神様の御心、憐れみの心であることを知っていたからです。

４．起き上がりなさい。もう、罪を犯してはならない。

そして、イエス様は「起き上がりなさい。床を担いで歩きなさい。」（8 節）と告げたのです。前

回見ましたように、イエス様の言葉はそれが告げられると出来事になります。イエス様の言葉は、

天地を造られた神様と同じ神の言葉だったからです。ちなみに、この「起き上がりなさい」という

言葉は「復活しなさい」とも訳せる言葉です。イエス様はこの希望も喜びも感謝も失って死んだよ
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うになっていた男を復活させようとされたのです。新しく生きる者にしようとされた。そして、イ

エス様がこの言葉を告げらると、この男の人は「すぐに良くなって、床を担いで歩き出した。」（9

節）のです。38 年間も患っていたのですから、足の関節は固まり、筋肉が全く無くなった細い足

で立つことなど出来るはずがありません。起きるはずが無いことが起きました。これが奇跡です。

ヨハネによる福音書が記す 7 つの「しるし」のうちの三番目の「しるし」がここで起きました。イ

エス様が神の御子である、神様であることの「しるし」が起きました。ここで起きたことは、神様

の力による、再創造の出来事です。この人がどんなに喜んだことか、誰でも想像できるでしょう。

この男の人は床を担いで、祭りでごった返す通りを歩き、神殿に行きました。嬉しくて、嬉しくて、

神様に感謝しないではいられなかったからでしょう。イエス様が為されたのは、このように神様に

感謝できる人間にこの男の人を造り変えるという奇跡だったのです。

そして、神殿の境内でイエス様に出会います。イエス様はこの男の人に「あなたは良くなったの

だ。もう、罪を犯してはいけない。さもないと、もっと悪いことが起こるかもしれない。」（14節）

と告げました。この言葉は、イエス様がこの男の人を癒やされたのは、単に病を癒やすことが目的

では無く、神様と共に、神様の恵みの中を新しく生きる者にすることが目的だったということを示

しています。私共は、このようなイエス様による奇跡の記事を読みますと、その不思議さに目も心

も奪われます。しかし、本当にイエス様が目指したことは、この人が神様に愛されていることを知

り、神様に感謝し、神様と共に生きる者になることでした。病を癒やされただけで、その人の心が

少しも変わらなかったのならば、それはイエス様の癒し、神様の癒しではありません。イエス様に

癒やされる、イエス様に救われるということは、人間が変わるということです。

５．安息日の癒やし

さて、イエス様がこの男の人を癒やされたのは安息日でした。彼は床を担いで歩いて、神殿に

向かったわけですが、それを「とんでもないことをしている」と咎める人たちがいました。彼は

イエス様に「起き上がりなさい。床をかついで歩きなさい」と告げられ、もう癒やしていただい

たわけですから、もうベトザタの池にいる必要はありませんし、床をひいて横になる必要もあり

ません。ですから、彼は喜び踊って床を担いで行ったわけです。しかし、この日は安息日でした。

当時、ユダヤにおいては律法を守ることが正しいことであり、中でも十戒の第四の戒め「安息日

を覚えて、これを聖とせよ」は、厳格に守らなければならないものとされておりました。ちなみ

に、安息日にやってはいけないことは、613 ありました。何かを担いで運ぶなどということは、

当然、安息日にしてはならないこととされていました。この日は祭りの日でしたから、この床を

担いで通りを行く男の姿を多くのユダヤ人が見ました。そして、こう告げる人が出ます。「今日

は安息日だ。だから床を担ぐことは、律法で許されていない。」（10 節）この男の人にしてみれ

ば、自分を癒やしてくれた人が「床を担いで歩きなさい」と言われたので、その通りにしていた

だけです。聖書はこう告げます。11～ 13節「その人は、『わたしをいやしてくださった方が、『床

を担いで歩きなさい』と言われたのです』と答えた。 5:12 彼らは、「お前に『床を担いで歩き
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なさい』と言ったのはだれだ」と尋ねた。 5:13 しかし、病気をいやしていただいた人は、それ

がだれであるか知らなかった。」

ここで、最初に問題になったのは「この男の人が安息日に床を担いで歩くこと」でしたが、次

に「安息日に病気を癒やしたこと」が問題となりました。どうして安息日に病気を癒やすことが

問題になるのかと思われるかもいるでしょう。病気を癒やすことは良いことではないですか。そ

れなのに、どうして問題になるのか。実は、安息日に病気を治すことは、それが命にかかわる緊

急の時だけ認められていました。これは、動物に対してもそうで、牛や羊が井戸に落ちた場合、

井戸に水がある場合はこれを助けても良い。助けないと死んでしまうからです。しかし、水がな

ければ安息日が済んでから助けるようにという規定になっていたのです。イエス様はこの日が安

息日と知った上で、この男の人を癒やされたはずです。安息日を忘れるなんてことはあり得ない

ことだったからです。安息日の規定も勿論知っておられたでしょう。しかし、イエス様は癒やさ

れました。それは、安息日規定を守ることは神様の御心をなすためであって、それは何よりも神

様の恵みの御業を誉め称える為でした。とするならば、38 年もの間、病にむしばまれた人を神

様の憐れみの御業によって癒やし、神様を誉め称える者とすことが、「安息日を覚えて聖とする」

という十戒を与えた神様の御心と対立するはずがない。イエス様は何が大切なことなのか。その

ことをこの癒やしの業によって、はっきり示されたのです。

６．父なる神が働く、故に私も働く

この男の人を癒やしたのがイエス様であることが、明らかにされました。この男の人がユダヤ

人たちに知らせたからです。その結果、ユダヤ人たちはイエス様を迫害し始めました。自分たち

が大事にしている安息日規定を公然と破るイエス様は、自分たちが築き上げてきたユダヤ教の秩

序を破壊する者としか思えなかったからです。ユダヤ人たちは、どうしてこんなことをしたのか

とイエス様に詰め寄ります。それに対してイエス様はこうお答えになりました。17 節「わたし

の父は今もなお働いておられる。だから、わたしも働くのだ。」このイエス様の言葉は、いくつ

かの意味があります。第一には、確かに神様は六日で全てのものをお造りなり、七日目に休まれ

た。そして神様は十戒を与えて、その第四の戒めにおいて、そのことを覚えて安息日は神様に捧

げられた日として、自分の為には働かない様にと命ぜられた。この十戒は尊いものだ。しかし、

神様はこの安息日も働いておられるではないか。神様は天地創造以来、ずっと安息日の度にお休

みになられているのか。そうではない。もし、神様が安息日にお休みになられたているなら、ど

うして安息日に雨が降り、花は咲き、私たちの心臓は動いているのか。神様は安息日にも生きた

働いているではないか。安息日も神様の憐れみの御業の中で生かされているではないか。これに

対して、ユダヤ人たちは反対しなかったと思います。問題は、この後に続く言葉です。「だから、

私も働くのだ」イエス様は、父なる神様が安息日にも働いているのだから、私も働くと言われた

わけです。この言葉は、イエス様が神様を自分の父と呼んで、神様を自分とを同等にしている。

そのことに対して、ユダヤ人たちは許しがたい神様への冒涜であり、許しがたい不敬罪と認識し
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たわけです。しかし、イエス様にしてみれば、神様が安息日に私共を憐れんでくださって生きて

働いておられるのであるならば、その神様の憐れみの心と一つになって、長い間病で苦しんでい

た人を癒やすことのどこが御心に反しているのか。私は神様の御心と一つになって、その御心を

現しているだけだ。そうお考えになったわけです。実に、イエス様のこの癒やしの御業によって、

「ベトザタの池」は文字通り神様の「憐れみの家」となりました。神様の憐れみが出来事となっ

て現れたからです。

７．何に従い、何を大切に、何を守るのか

ここにイエス様とイエス様と対立する人たちとの決定的な違いが現れています。それは、イエ

ス様はこの長い間病に苦しんでいた人を憐れみ、この人を神様と共に歩む人に造り変えようとさ

れたのに対して、イエス様を迫害するユダヤ人たちは、この長い間病に苦しんでいた人に対して、

何も共感していないし、感じてもいない。長い間患っていた病が癒やされたことを喜んでもいな

い。神様の憐れみの御業が行われたことに驚いてもいない。ただ安息日に床を担いで歩いている

ことに腹を立てているだけです。イエス様は、その心の動きに対して腹を立てられたのではない

でしょうか。それが、神様の御心に生きようとする者の心なのか。神様の憐れみがどこにある。

イエス様はそう思われて、彼らと対峙されました。これは、私共もよくよく心しておかなければ

ならないことです。私共は何に従い、何を大切にし、何を守るのか。それを見失ってはなりませ

ん。十字架にお架かりになられてまで私共を救おうとされたイエス様に私共はお従いする。そし

て、そのイエス様を送ってくださった神様の憐れみ、神様の愛を大切にする。そしてこの愛によ

って新しくされた者として、私共はこの神様の憐れみの心を自分の心として、神様の愛を自分の

心に重ねるようにして生きる。私共がただ一つ心の底から願い求めること。それは「御名が崇め

られること」ではないですか。様々な願いや思いに惑わされて、この第一の願いを見失ってしま

えば、私共は御国への道を見失ってしまいます。御名が崇められことを一番に願い求める者とな

るようにと、私共はイエス様に癒やされ、救われました。そのことを、しっかり心に刻んで歩ん

でまいりましょう。

お祈りします。

恵みと慈愛に富たもう、全能の父なる神様。

あなた様は今朝、ベトサダの池におけるイエス様の癒やしの御業を通して、私共が何に従い、何

を大切に、何を守るのかを教えてくださいました。ありがとうございます。あなた様の栄光ではな

く、自分の栄光を求め、自分のつまらないプライドを大切にし、自分の損得勘定で動いてしまうよ

うな私どもです。主よ、憐れんでください。あなた様に愛され、生かされ、新しくされた者として、

あなた様の御前に相応しい歩みを為していくことが出来ますように。聖霊を注ぎ、信仰において強

めてください。

この祈りを私共の救い主、主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン


